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６月定例記者会見資料 No.１ 

令和６年５月２９日（水）発表 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY

  『いずのひ』 お得で楽しい１日を 

～市制 20 周年記念事業 伊豆市のハタチをみんなでお祝い～ 
１． 要旨／伊豆市（令和６年）と伊豆の国市（令和７年）の市制 20 周年を契   

機に、毎月 12 日を『いずのひ』として設定します。毎月 12 日に伊豆

市と伊豆の国市の事業者が市の枠を越えて協力し、市民に独自の割引

やサービスを提供します。 

ポイント！ 

●伊豆の国市との合同事業です。 

●市民と事業者の新たな接点を作り、ちょっとお得な体験を通して、 

『伊豆半島に暮らす楽しさ』を共有し、地域を盛り上げるイベントです。 

 

２． 開催内容／ 

（１） とき／８月12日～令和８年３月12日までの毎月12日  

（２） ところ／伊豆の国市、伊豆市の参加店舗（すでに募集開始しています。） 

（３） 主催 ／伊豆の国市企画課、伊豆市企画財政課 

 

３． 想定されるサービス内容／ 

〇飲食店／食後のコーヒー無料、通常１，５００円のランチが１，２００円など 

〇小売り／ いずのひお得セット（詰め合わせ）、いずのひ限定品の販売など 

〇サービス／次回割引券プレゼント、ポイント２倍、いずのひ限定ノベルティプレゼント 

など 

４． 宣伝、集客方法／ 

〇インスタグラム・フェイスブック・LINEなどのSNSで、『参加店一覧』を発信 

                             （月に１度） 

〇市の広報紙などでの周知（年に２回程度） 

〇地元新聞・FMラジオなどへの各種メディアでの周知（随時） 

 

５． 参加事業所申込方法／ 

ご協力いただける参加事業所を募集しています。申し込みは市ホームページから。 

 

 

【問合せ先】総合政策部 企画財政課（担当：深澤） 

〒410-2413 伊豆市小立野 38 番地２ ℡:0558-72-9873 MAIL：seisaku@city.izu.shizuoka.jp  
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５月定例記者会見資料 No.２ 

令和６年５月 29 日（水）発表 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY

   森のようちえん 『つむぐり』 を開園します 

    ～Ｉｚｕ
伊 豆

 Ｃamp
キ ャ ン

．
どっと

ｃｏｍ
混 む

 ｐｒｏｊｅｃｔ
プ ロ ジ ェ ク ト

 推進事業～ 

１． 要旨／『子育て全力宣言』、『OUTDOOR CAMPUS IZU』をコンセプト      

に掲げ、森のようちえんを開園します。豊富な自然環境を活用し、

子どもたちが自然を感じ自由に遊べる場づくりを進め、伊豆大好きフ

ァミリーを増やします。 

ポイント！ 

●『つむぐり』とは、『紡ぐ』と市の木であるクヌギの木の実である『どんぐ

り』を組み合せた造語で、どんぐりの森で人と人を紡いでいくことを目指

します。 

●森林環境譲与税財源として実施する環境教育活動です。 

２．ところ／伊豆市八幡 1053（またね村） 

３．内容・概要／ 

（１）日程・プログラム／全日９時～12 時（予定） 

     ①６月 16 日（日） オリエンテーション・森探検など 

②９月 24 日（火） 秋の植物、昆虫探し・お月見お団子づくり 

③11 月 25 日（月） 自然の物で工作・落ち葉プール・焼き芋 

④令和７年２月 24 日（月・祝） 秘密基地づくり・松ぼっくりお雛様づくり 

※別途、地域おこし協力隊による保護者を対象としたクラフト体験会の開催や、プロカ

メラマンによる親子撮影会を企画中です。 

  （２）参加対象者／市内在住の年少児から年長児（定員に満たない場合は市外児も可） 

20 人程度(予定) 

（３）参加費／ 

     市内在住：２，０００円／回 市外在住：３，０００円／回 （保険料を含む） 

（４）申込み期間・方法／ 

     ５月中旬から別添チラシの QR コードで申し込み。 

  （５）主催／伊豆市（委託事業者：一般社団法人 mata-ne） 

 

４．森のようちえんとは／幼児の自然体験をはじめとする体験活動の欠如が指摘されている中で、

子どもたちへ自然体験の機会を提供する活動です。 

 

【問合せ先】総合政策部 地域づくり課（担当：渡邊） 

〒410-2413 伊豆市小立野 38 番地の 2 ℡:0558-74-3066 MAIL：izu-connect@city.izu.shizuoka.jp 

 



対象 定員
参加費

　子どもを預けている間
　鹿革クラフト体験可能

　（別料金：1,000 円〜）

　親子で参加

子どもが自ら育つ力を
信じてサポートする

気づきを与え
共に楽しみ
共に育つ

自然の中に
「おじゃまする」
気持ちを大切に

内容
オリエンテーション
どんぐりの森たんけん

内容
秋を見つけてみよう
お月見団子づくり

内容
森の素材で工作
焚き火で焼き芋
落ち葉プール

内容
秘密基地作り
※雨の場合は
森の素材でお雛様づくり

年少児〜年長児とその親 子ども 20名＋親

集合 森で外遊びや工作

子どもお迎え

9:30

子ども預け

帰宅
又は cafe スペースや図書コーナで

のんびりお過ごしください

解散
またね村で
ピクニック

動物とふれあい等
ご自由にお過ごし

ください

プログラム
終了後

・伊豆市内の親子：各回 /2,000 円
・伊豆市外の親子：各回 /3,000 円

　　　　　つむぐり

　大切にし
ていること森のようちえん

伊豆市

つむぐり
伊豆市
森のようちえん

つむぐり

つむぐり 1日のながれ

　親子で参加

　
子ど

ものみでも参加可
能6月16日（日） ９月24日（火）

11月25日（月） 2月24日（月）

親も楽しむ企画

12:00

が

※年間申込みされた方を優先させていただきます

　
子ど

ものみでも参加可
能

子ども

親

持ち物
・外遊びできる服（夏も虫や怪我を防ぐため長袖、長ズボン）

・帽子（夏以外も怪我を防ぐため）・歩きやすい靴
服装 ・水筒・帽子・雨具

・虫除け・着替え・タオル

　子どもを預けている間
　鹿革クラフト体験可能

　（別料金：1,000 円〜）

親も楽しむ企画

受付9:00〜　解散 12:00 受付 9:00〜　解散 12:00

受付 9:00〜　解散 12:00 受付 9:00〜　解散 12:00

※お子様が親と離れる経験が無い、又は少ない場合は
帰宅せず、施設内の cafe 等でお過ごしください

※初回なので施設紹介、スタッフ紹介等行います
　保護者の方もご一緒にご参加ください

※一年の「ふりかえり」を行います
　保護者の方もご一緒にご参加ください



開催場所

スタッフ紹介
たんたん
またね自然学校/代表理事

まりりん

自然の中でのびのびと

子どもも大人もワクワクを大切に

過ごしていきたいなと思います

はるちゃん

　幼稚園教諭、保育士

伊豆市の豊かな自然の中

遊びを通して、たくさんの

わくわくとドキドキを

子ども達と一緒に見つけたいです！

みいちゃん
　幼稚園教諭、保育士

わらべ歌のベビーマッサージ
インストラクター
修善寺トッコ音頭中心の盆踊り
指導も行っております

自然と人との繋がりを通して
知識だけではなく実体験を通して学び
子ども達と一緒に大家族の様に
助け合い、思いやって学んでいける
ような場にしていきたいです！

こじこじ
サポートスタッフ

環境教育施設
広い芝生広場
どんぐりの森

ウッドデッキ４ケ所
鶏や犬と触れ合える

授乳室
キッズスペース
カフェスペース

絵本など図書スペース
杉材の広い教室 ×２部屋

お 問 い 合 わ せ
申 込 み 先

※小雨決行いたします。悪天時は屋内でプログラム実施いたします。
※ご兄弟で乳幼児をお連れする場合、施設内に授乳室・オムツ替え場所ございます
　ご自由にお使いください。

開催場所 〒410-2505 静岡県伊豆市八幡１０５３

またね自然学校
どんな所？

ま た ね 自 然 学 校
ホ ー ム ペ ー ジ

ま た ね 自 然 学 校
Instagram

メール：info@mata-ne.net

みゆ
　幼稚園教諭、保育士

五感を使い季節を楽しむ！

幼少期から自然遊びを通して

「生きる力」を育む場づくりが

できたらと思っています

　幼稚園教諭、保育士

私自身、幼少期から大自然の中で
遊び、育った経験が今の自分を
形成していると感じています
子ども達と自然の中で
いっぱい楽しみたいです

◆主催：伊豆市　◆受託事業者：またね自然学校/ 担当：斉藤竹夏　090-6025-1190
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５月定例記者会見資料NO.3 

令和６年５月 29日（水）発表 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY 

▲『Terasse Orange Toi』 完成イメージ図 

 

  土肥地区で津波避難訓練を実施します 

～住民と観光客が安全に避難できるように～ 
１．要旨／観光防災まちづくりを目指し、『一声かけて津波てんでんこ』   

を訓練テーマとし、突発型の地震発生直後を想定し、住民および海

岸遊戯者や松原公園利用者、土肥金山観光客が安全に避難できるか

を検証します。 

ポイント！ 

●住民、観光客を問わず、一声かけて素早く避難する事を目的とします。 

●ビーコンを使用し、各地点からの避難経路と避難時間を検証します。 

●津波避難タワー内のボトルネックとなる箇所を検証します。 

●千葉大学の学生 20 人が観光客役として協力します。 

２．とき／６月 22 日（土）10 時～12 時 

３．ところ／松原公園避難複合施設『Terrasse
テ ラ ッ セ

 Orange
オ レ ン ジ

 Toi
ト イ

』および松原公園周辺 

４．訓練内容／   

（１）津波襲来の危険性を周知し、揺れが収まり次第、津波警報を待たずにすぐ避難します。 

（２）逃げる際は、住民、観光客を問わず、互いに声かけをしながら、すぐに避難することの意

識付を行ないます。 

（３）実災害時、津波避難タワーの孤立を想定し、タワー最上階より、静岡県消防防災航空隊に

よる、要救助者のピックアップ訓練を行ないます。 

（４）南海トラフ地震で想定される震度７の揺れを地震体験車にて体験してもらい、揺れが収ま

り次第、津波警報を待たずにすぐ避難することの意識付けを行ないます。 

５.『一声かけて津波てんでんこ』とは／ 

  『てんでんこ』とは東北弁で、津波が起きたら素早く、 

各自で『てんでんばらばら』に逃げることを意味し、東日本 

大震災後普及した防災標語です。市では独自に、『てんでん 

ばらばら』に避難するとともに、周辺住民や観光客に一声か 

けつつ、素早い避難を目指します。               

６.松原公園津波避難複合施設『Terrasse
テ ラ ッ セ

 Orange
オ レ ン ジ

 Toi
ト イ

』とは 

  普段は観光施設、地震発時は、津波避難タワーとして一時避難施設となります。 

 

    

【問合せ先】危機管理課（担当：池田・堀江） 

〒410-2413伊豆市小立野 38番地の 2 ℡:0558-72-9867 MAIL：bousai@city.izu.shizuoka.jp    
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５月定例記者会見資料 No.４ 

令和 6 年 5 月 29 日（水）発表 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY

 『１年成婚』サポート事業の参加者を募集します 

～１年以内の成婚を応援～ 
１．要旨／１年以内の成婚に焦点を当てた事業で、あなたの『結婚したい』

を応援します！ 

ポイント！ 

●１年以内の成婚に特化した県内初の取り組みです。 

●入会金および活動サポート費（初期費用など）20 万円を負担します。 

●専任のコンシェルジュが婚活を完全サポートし、個人講座の受講が可能な

ほか、本人の希望に沿ったお相手を毎月２人紹介します。 

２． 概要／ 

〇成婚実績 4 年連続 1位、成婚までの期間平均約 6.9 カ月の実績を誇るマリッジ株式会社の結

婚相手紹介サービスを利用し、専任の婚活コンシェルジュとともに 1 年以内の成婚を目指す

市民を応援します。 

〇月会費 16,500 円のみで活動できる市独自のコースです。※初月無料、成婚料無料 

〇活動期間は登録月から 1年間です。※1 年経過後も継続活動可能（条件あり） 

３．募集期間／６月１日（土）～８月 20 日（火）※定員になり次第締め切り 

４．定員／10 人  

５．対象／市内に住所を有する独身者で、次の応募要件をすべて満たしている人 

     ①市内に住所を有するおおむね 20 歳以上 43 歳以下の人 

     ②結婚を前提として本事業に参加する意思がある人 

     ③結婚後も市内に住所を有する意思のある人 

     ④市税に滞納がない人 

     ⑤サービス利用開始から 1年間継続して活動できる人 

６．申込方法／電話またはマリッジホームページから。 

       電話番号：0120-81-4150（受付時間：10 時～20 時/水曜定休） 

       HP：http://mpartners.jp  

７．その他／登録及およびサービス利用などについてご本人様と市が直接連絡を取り合うことはあ

りません。 

 

【問合せ先】総合政策部 企画財政課（担当：金刺・三須） 

〒410-2413 伊豆市小立野 38 番地の２ ℡:0558-72-9873 MAIL：seisaku@city.izu.shizuoka.jp

 







一社）伊豆市産業振興協議会 

令和６年５月 29日 

  

伊豆市ブランド『AMAGIFT（アマギフト）』審査会＆認定証授与式開催！ 

～伊豆市の魅力、未来へ～ 
１． 要旨／『AMAGIFT（アマギフト）』の認定候補商品を４月に募集した結果、      

９商品（８事業者）の応募がありましたので、審査会および認定証

授与式を開催します。 

２．AMAGIFT（アマギフト）の概要／ 

   『清流がはぐくむ、伊豆天城山のふもとから届ける心づくしの贈りもの』というコ

ンセプトのもと、市内の特産品などを伊豆市ブランド『AMAGIFT（アマギフト）』とし

て認定しています。１次審査（書類審査）と、２次審査（プレゼンテーション審査）

を経て、認定商品を決定します。 

 

３．２次審査／ 

  【とき】６月４日（火）10時～12時（予定） 

  【ところ】修善寺総合会館３階 大研修室 

  【内容】申請者によるプレゼンテーション審査。 

商品のコンセプト、オリジナル性、信頼性、 

持続性の各項目について審査する。 

 

４．認定証授与式／ 

  【とき】６月 14日（金）14時～15時 30分（予定） 

  【ところ】修善寺総合会館３階 大研修室 

  【内容】認定証授与、新規認定商品お披露目 

 

５．今後の展開／ 

〇東部・伊豆でのイベントや催事での販売 

〇伊豆市観光情報サイト内のオンラインショップ 

（いずタビ Pick Up！）での販売 

〇パンフレット、HP、SNSでの PR など 

 

ポイント！ 

●アマギフト立上げ以降、初めて審査会の様子を公開します。 

●認定された事業者への認定証の授与と、新規認定商品を披露します。 

【問合せ先】 

（一社）伊豆市産業振興協議会（担当：有川・関） 

〒410-2416 伊豆市修善寺 838-1 電話：0558（72）7007 MAIL: info@izucity-dmo.or.jp 

プレスリリース 

▲昨年度の様子（プレゼンテーション審査） 

▲昨年度の様子（認定証授与式） 




